
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」予選問題の解答・解説

１ ア 答え ５４００

ガソリン １Ｌは１２０円

仙台－東京の往復距離は９００㎞

Ａ車は，ガソリン１Ｌで３０ｋｍ走ることができるから，９００㎞ 走るには

９００÷３０＝３０ ３０Ｌのガソリンが必要ということになる。

ということは，ガソリン代は １２０×３０＝３６００

（別の式 １２０×９００÷３０＝３６００）

Ａ車は，ガソリン代が３６００円かかることになる。・・・①

一方，Ｂ車は，ガソリン１Ｌで１２ｋｍ走ることができるから，９００㎞ 走るには

９００÷１２＝７５ ７５Ｌのガソリンが必要ということになる。

ということは，ガソリン代は １２０×７５＝９０００

（別の式 １２０×９００÷１２＝９０００）

Ｂ車は，ガソリン代が９０００円かかることになる。 ・・・②

したがって，①と②から ９０００－３６００＝５４００

答え Ａ車の方がガソリン代が５４００円も安くなることになる。

みなさん，気付きましたか。Ａ車は車の値段がＢ車より高いけど，その分走るときに使う

ガソリンが少なくてすむから，ガソリン代が少なくてすむ。ということは，もしかするとＡ

車の方が経済的ってことになるんじゃないかな。確かめてみよう。

１ イ 答え ７万（７００００）

Ａ車の値段はＢ車の値段よりも，１９０－１４８ ＝ ４２ で４２万円高い。

その４２万円分を，ガソリン代が安い分で何㎞走れば取り戻せるかを考えます。

Ａ車とＢ車が１㎞走るのにかかるガソリン代をそれぞれ考えると

Ａ車は，１２０÷３０ ＝ ４ １㎞で４円

Ｂ車は，１２０÷１２ ＝１０ １㎞で１０円

つまり，１㎞走るごとに６円の違いが出るということになるので，４２万円を６円で割れば，

何㎞走れば４２万円を取り戻せるかが分かる。

４２００００÷６ ＝ ７００００ 答え ７万㎞

【別解】

車の値段は分かっているから，まずはＡ車とＢ車で，同じ距離を走った時のガソリン代を考

えればいい。ア の考え方を使ってみよう。Ａ車とＢ車が走る距離を□ｋｍにすると・・・

Ａ車が□ｋｍ走ったときのガソリン代の式は １２０×□÷３０ ＝ ４×□

Ｂ車が□ｋｍ走ったときのガソリン代の式は １２０×□÷１２ ＝ １０×□

車の値段とガソリン代金を合わせた費用が，同じになる様子を，図で表すと下のようになり

ます。

４



（４×□）円

Ａ車 １９０万円 円

（１０×□）円

Ｂ車 １４８万円 円

このことを式で表すと

１９０万＋（４×□） ＝１４８万＋（１０×□） となる。

１９０万 － １４８万 ＝（１０×□）－（４×□）

４２万 ＝（１０－４）×□

４２万 ＝ ６×□

ということは

□ ＝４２万÷６

＝ ７万

７万ｋｍを超えると，Ａ車の方がガソリン代がかからない分だけ経済的になるということ

ですね。


